
  
 

一

 
 

 

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
三
条
の
う
ち
目
次
の
改
正
規
定
中
「
第
八
章 

職
場
に
お
け
る
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
に
起
因
す
る
問
題
に 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
七
章
の
二 

労
働
者
の
就
業
環
境
を
害 

関
し
て
事
業
主
の
講
ず
べ
き
措
置
等
（
第
三
十
条
の
二
―
第
三
十
条
の
八
）
」
を 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

第
八
章 

職
場
に
お
け
る
優
越
的
な
関
係 

す
る
言
動
等
の
禁
止
等
（
第
三
十
条
の
二
・
第
三
十
条
の
二
の
二
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

を
背
景
と
し
た
言
動
に
起
因
す
る
問
題
に
関
し
て
事
業
主
の
講
ず
べ
き
措
置
等
（
第
三
十
条
の
二
の
三
―
第
三
十
条
の
八
）
」 

に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
う
ち
第
三
十
三
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
三
十
五
条
の
改
正
規
定
及
び
第
三
十
六
条
に
第
一
項
と
し
て

一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
の
二
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
う
ち
第
三
十
八
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
第
三
十
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
三
十
条
の
二
の
三
第
三
項
」
に
、

「
第
三
十
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
三
十
条
の
二
の
三
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
う
ち
第
三
十
八
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
十
八
条
の
二
中
「
第
三
十
条
の
二
」
を
「
第
三



 

  
 

二

十
条
の
二
の
三
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
う
ち
第
七
章
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
十
条
の
四
中
「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三

十
条
の
二
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
う
ち
第
七
章
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
十
条
の
五
第
二
項
及
び
第
三
十
条
の
六
第
二
項
中

「
第
三
十
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
の
二
の
三
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
う
ち
第
七
章
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
十
条
の
七
中
「（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
三
号
）
」

を
削
る
。 

 

第
三
条
の
う
ち
第
七
章
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
三
十
条
の
二
を
第
三
十
条
の
二
の
三
と
す
る
。 

 

第
三
条
の
う
ち
第
七
章
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
一
章
」
を
「
二
章
」
に
改
め
、
第
八
章
の
前
に
次
の
一
章
を

加
え
る
。 

 
 

 
 

第
七
章
の
二 

労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
言
動
等
の
禁
止
等 

 
 

（
労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
言
動
等
の
禁
止
） 

 

第
三
十
条
の
二 

何
人
も
、
労
働
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
言
動
そ
の
他
の
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る



  
 

三

言
動
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

一 

労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
第
三
十
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
言
動 

 
 

二 
労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
言
動 

 
 

三 

労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
言
動 

 

２ 

何
人
も
、
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
言
動
に
対
す
る
労
働
者
の
対
応
を
理
由
と
し
て
、
当
該
労
働

者
に
対
し
、
そ
の
労
働
条
件
に
つ
き
不
利
益
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

（
就
業
環
境
加
害
言
動
救
済
委
員
会
） 

 

第
三
十
条
の
二
の
二 

就
業
環
境
加
害
言
動
救
済
委
員
会
は
、
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
言
動
等
に
関

し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
を
も
つ
て
組
織
す
る
。 

 

２ 

就
業
環
境
加
害
言
動
救
済
委
員
会
は
、
中
央
就
業
環
境
加
害
言
動
救
済
委
員
会
及
び
都
道
府
県
就
業
環
境
加
害
言
動
救

済
委
員
会
と
す
る
。 



 

  
 

四

 
３ 

国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
所

轄
の
下
に
、
中
央
就
業
環
境
加
害
言
動
救
済
委
員
会
を
置
く
。 

 

４ 

都
道
府
県
知
事
の
所
轄
の
下
に
、
都
道
府
県
就
業
環
境
加
害
言
動
救
済
委
員
会
を
置
く
。 

 

５ 

就
業
環
境
加
害
言
動
救
済
委
員
会
は
、
前
条
の
規
定
に
違
反
す
る
事
実
が
あ
つ
た
旨
の
申
立
て
を
受
け
た
場
合
の
当
該

申
立
て
に
係
る
事
件
の
審
査
（
申
立
人
の
請
求
に
係
る
救
済
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
認
容
し
、
又
は
申
立
て
を
棄
却
す

る
命
令
（
第
七
項
に
お
い
て
「
救
済
命
令
等
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）
を
す
る
権
限
を
有
す
る
。 

 

６ 

就
業
環
境
加
害
言
動
救
済
委
員
会
は
、
そ
の
事
務
を
行
う
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
者
に
対
し
、

報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
若
し
く
は
出
頭
を
求
め
、
又
は
委
員
に
関
係
者
に
対
し
て
質

問
さ
せ
、
若
し
く
は
事
業
所
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

７ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
就
業
環
境
加
害
言
動
救
済
委
員
会
の
組
織
、
所
掌
事
務
及
び
委
員
そ
の
他
の
職
員
、

救
済
命
令
等
に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
そ
の
他
就
業
環
境
加
害
言
動
救
済
委
員
会
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
別

に
法
律
で
定
め
る
。 

 

第
五
条
の
う
ち
第
三
章
第
四
節
中
第
四
十
七
条
の
三
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
四
十
七
条
の
四
中
「
第
三



  
 

五

十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
の
二
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
条
中
「
第
三
十
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
三
十
条
の
二
の
三
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
三
条
中
「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
の
二
の
三
第
一
項
」
に
、
「
第
三
十
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第

三
十
条
の
二
の
三
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
四
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
の
二
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。 


